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○平成２３年度の施設運営 

今年の冬は、新年早々から東北・山

陰地方が大雪となり、その影響で道路

に車が閉じ込められるなどの被害が

発生しました。一方、関東地方には雨

が降らず、連日乾燥注意報が発令され

るなど、異常気象の年明けとなりまし

た。また、皆様のご案内のとおり３月

１１日には東北関東大地震が発生し、

当施設も一時停電になりました。しか

し、当施設には自家発電装置を備えお

りますので、停電直後からこれが正常

作動し入居者皆様が暗い中で過ごす

ことは回避できました。地震直後は食

料調達が不可能となる心配から、１日

２食とする日を１回だけ設けさせて

いただきました。パン・牛乳等の飲み

物を朝食に付けていましたが、工場の

生産がストップしたために数日間は

我慢していただきました。 

さて、当施設では平成２３年度から

次の取組み始めることとしましたの

で、その主要なものをお知らせいたし

ます。 

 

第一 苦情解決委員会の設置 

当施設では利用者の皆様が安心し

て過ごすことができる福祉サービス

を提供していますが、利用者の皆様か

ら意見、要望、苦情等更なる改善が望

まれることについて意見を伺う機会

がありませんでした。 

このようなことから、文書又は口頭

で意見を申し出ることが出来る制度

を設けました。意見のある方はどうぞ

ご意見をお寄せ下さい。 

具体的には施設内に「意見箱」を２

箇所設置する予定です。この意見箱に

は施設に対してだけでなく、厚生労働

省に対する要望でも差し支えありま

せん。 

 また、施設独自での解決が困難な意

見については厚生労働省と調整する

こととします。意見箱を利用できる方

は利用者自身とその家族、身元引受人、

代理人等となっています。さらに、提

出された意見を迅速かつ適切に解決

するため、施設内に「苦情解決委員会」

（以下「委員会」という）を設置する

こととしました。この委員会には第三

者委員として、医師及び福祉関係専門

家の２名を委嘱しております。 

その他詳細は紙面の都合上省略し

てありますが、不明な点は事務所にお

問い合わせ下さい。 

 

第二 館内への入居について 

 当施設はご案内のとおり入居者様

が自由な生活が出来るよう開放した

構造であり、また出入口も施錠せず入

居者様が自由に出入りすることがで

きる運営を行なっています。ところが、

平成２２年秋に外部者が無断で入居

者の個室に侵入していることが発見

されました。 

当施設は受け付けを１箇所とし、こ

こに警備員を配置しております。 

（裏面もご覧下さい。） 



しかしながら、先ほど申し上げたと

おり、構造上からもすべての方を受付

がチェックすることは困難でありま

す。 

このようなことから、部外者の方が

施設内に入館する場合は、受付で確実

に手続きをしてもらうことはやむを

えないことであることをご理解下さ

い。なお、入館には受付で「入館許可

証」を受領し、これを常時携帯いただ

くようお願い申し上げます。また、本

許可証は「入館者は許可を得ている

者」である証明であることとなります。

入居者のご家族等の皆様には面倒を

お掛けしますが、警備上のことでもあ

りますので、ご協力いただきますよう

重ねてお願い申し上げます。 

 

第三 人事 

 ４月１日付けで人事異動がありま

した。 

総務課長 塩﨑 洋 

   （東京労災年金相談所へ） 

総務課長 土田寿夫 

   （援護課長より） 

その他（新規採用） 

   管理栄養士  １名 

   看護師    １名 

   介護士    ２名 

○今年度下期の経過報告 

 平成２２年度下期に施設で実施し

た行事について報告します。 

１０月２７日  芋煮会 

１１月１０日  マグロ解体ショー 

１２月１５日  年忘れ会 

 １月２６日  茶話会 

 ２月 ２日  豆まき 

 ３月 ２日  幼稚園児訪問 

 

○ あとがき 

１ カラオケ機の交換 

施設内に設置してある「カラオケ」

が老朽化したため、２３年度から新品

と交換しました。新品は通信カラオケ

ですので、曲数も多く市中のカラオケ

店と同様です。多くの方に利用して頂

けることを希望します。 

２ 喫煙室の改修工事 

当施設では喫煙される方のために居

住棟２階に喫煙室を設置しています。 

しかし、喫煙しない方から完全分煙 

が望まれ、また厚生労働省でも受動喫 

煙防止対策が示されていることもあり、

現行の喫煙場所の改修工事を行いまし

た。当ケアプラザは国から委託されてい

る施設であり、施設では勝手に構造を変 

更することができません。ですから工 

事内容も国有財産を変更することなく、

かつ予算の範囲で最大限の効果が得ら

れる構造に施行したつもりであります。

完全分煙とは至りませんが、相当程度 

の分煙効果が期待できるものと考えて

おります。 
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